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森林の水資源を守る、高精度技術で未来をつなぐ 

データに基づき水資源を評価し、持続可能な管理を実現する技術を開発 

 

鹿島（会長兼社長：押味至一）は、森林が持つ地下水涵養機能※1 を科学的かつ高精度に評価する技術

を開発しました。この技術は、森林内に設置した計測用センサで降水量や水分蒸発散量のデータを取得

し、間伐などの手入れ（森林施業）によって地下水量の豊かさが促進される効果を定量的に把握するもの

です。実測データを用いる手法のため高精度で、かつ森林施業の効果も対象とする汎用性の高い技術で

す。 

 

当社は、地下水を利用する企業等に採取量と同量の涵養の取組みを求める熊本県において、持続可

能な水資源活用を支える技術的ソリューションを提供します。また、地元自治体や森林事業者と連携し、

データから得られた科学的根拠に基づく新しい森林管理への取組みも進めています。 

 

鹿島は今後、地下水涵養に資する本技術を国内の他の自治体にも提案し、持続可能な水資源管理と

地域社会への貢献を目指してまいります。 

※1 雨水や雪解け水を地中に浸透させ、地下水として蓄える機能 

 

 
間伐による森林環境の改善と地下水涵養促進のイメージ 
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【開発の背景】 

近年、気候変動による異常気象や降雨パターンの変化により、森林の水源涵養の機能である洪水リス

クの軽減、水質浄化、水の安定供給の 3 つの役割がこれまで以上に重要視されています。 

熊本県は豊富な地下水資源を有しており、特に熊本地域では地下水が水道水のほぼ全量をカバーし

ています。農業用水や半導体関連工場などの産業用水においても地下水が重要な役割を担っているな

か、同県内では昨今の地域開発に伴い地下水使用量が増加しており、適切な地下水管理の促進が地域

社会にとって重要な課題となっています。これまで同県では水田による涵養対策を展開してきましたが、こ

れに加え県面積の約 6 割を占める森林を活用した新たな対策が求められています。 

 

【本技術の概要と特長】 

森林の水源涵養機能を正確に把握するためには、樹木の幹を伝わる雨水量、樹木の枝葉が遮る雨水

量、水分蒸発散量などを実際に現地で計測する必要があります。しかし、計測機器の精度や費用などの

課題により、実測事例が限られていました。また、間伐などの森林施業が水源涵養機能に与える効果に

ついても、これまで十分な調査が行われていませんでした。当社はこれらの課題解決に向けて、以下の技

術を開発しました。 

 

① 涵養量の算定に必要なデータ取得技術 

新型センサによって、木の間を通過する降雨量、樹木の幹を伝わる雨水量、水分蒸発散量、土壌

水分量、照度、風向・風速などの涵養量の算定に必要なデータを高精度かつ継続的に計測できるシ

ステムを構築しました。 

② 涵養量の算定効率を向上させる森林構造解析技術 

森林経営・活用支援をトータルサポートする当社のサービス「Forest AssetⓇ」（フォレストアセット）

を基盤に、自律飛行ドローン技術などを活用し、立木密度や樹高、胸高直径※2、開空率※3 などのデ

ータ解析技術を向上させました。これらのデータを基に森林の状態をデジタルツイン（仮想空間）と

して再現し、森林構造の解析を可能にしました。 

※2 地面からおよそ 1.2 メートルの高さで測定した幹の直径 

※3 木々の間にできた隙間の割合であり、地面に届く日光量の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種新型センサを活用した現地計測 森林内自律飛行ドローンなどによる 
森林のデジタルツインデータの取得 



③ 森林施業の涵養量への効果算定・シミュレーション技術 
伐採など手入れの程度が異なる複数の人工林において、上記①、②で得られたデータから涵養量

を算定することで、間伐などの森林施業が地下水涵養に与える効果を、高精度かつ定量的に把握す

ることが可能となりました。このデータを積み重ねることで、地下水涵養に配慮した森林管理計画や

施業検討のシミュレーションを実施することができます。 

 

 

【期待される成果】 

これまで、計測機器の課題から森林施業による地下水涵養効果の実測事例は限られていましたが、本

技術により定量的な把握が可能となりました。本技術を導入した際に期待される成果は、次のとおりです。 

 

• 森林施業による地下水涵養量の向上 

間伐などが適切に実施された森林では、管理放棄された森林に比べて地下水涵養量が最大で

3倍以上となる事例を本技術を用いて確認しました。これにより、地下水涵養量向上を視野に入れ

た森林管理の促進が期待されます。 

• 熊本県地下水保全条例への導入による科学的根拠に基づく森林管理の普及 

これまで、熊本地域の地下水涵養には効果の定量評価が可能である水田湛水が主に利用さ

れてきました。今回、森林施業による効果も定量的に把握可能となったため、熊本県の地下水保

全条例に適合するように、地域で展開する予定です。 

• 適当な間伐の実施による環境悪化リスクの低減 

地下水涵養量を向上させるためには、間伐強度を高めて立木密度を下げることが有効ですが、

間伐による水源涵養量の差異評価例 



結果的に過剰な伐採となった場合は土壌流出や生態系に悪影響を与えるリスクが生じます。その

ため、粗雑な伐採を避け、科学的合理性や透明性を備えた「十全性※4」に配慮した森林管理を推

進します。 

※4 環境施策が長期的に持続可能であり、科学的合理性や透明性を備えていること 

 

【今後の展開】 

鹿島は今後、本技術を活用した水源涵養を支援する取組みを国内の他の自治体にも展開し、地下水

保全に資する適正な森林施業管理を促進することで、地域社会と産業の持続可能な発展に貢献してまい

ります。 

 

 

 

 

 

（参考） 

サステナビリティ「鹿島環境ビジョン 2050plus」 

https://www.kajima.co.jp/sustainability/policy/vision/index-j.html 

 

デジタルで森林づくりを総合支援！ （2024 年 6 月 21 日プレスリリース） 

https://www.kajima.co.jp/news/press/202406/21e1-j.htm 
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